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白銀の十二湖を満喫白銀の十二湖を満喫
　冬ならではのアクティビティ、歩くスキー　冬ならではのアクティビティ、歩くスキー
とかんじきトレッキングが行われました。とかんじきトレッキングが行われました。
　ふかふかの新雪の上をスキーで滑り降り　ふかふかの新雪の上をスキーで滑り降り
る男の子。キラキラと目を輝かせながら白る男の子。キラキラと目を輝かせながら白
銀の世界を楽しんでいました。銀の世界を楽しんでいました。
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あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
深
浦
町
消
防

団
の
出
初
式
が
1
月
5
日
、
町
民
体
育
館
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
が
観
閲
す
る
中
、
約
3
0
0
人
の

団
員
は
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
及

び
分
列
行
進
を
披
露
。
消
防
団
員
と
し
て
の

自
覚
と
規
律
を
胸
に
刻
み
、
技
術
の
練
磨
に

よ
る
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

士
気
盛
ん
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
長
年
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
優

良
団
員
な
ど
を
表
彰
。
角
谷
喜
春
消
防
団
長

が
「
災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
り
、
安
全
・

安
心
な
深
浦
と
し
て
大
き
な
信
頼
を
得
る
た

め
、
緻
密
な
消
防
活
動
を
展
開
し
よ
う
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
歴
25
年
以
上
で
県

知
事
表
彰
を
受
章
し
た
第
12
分
団
長
の
七
戸

浩
幸
さ
ん
が
「
あ
ず
ま
し
い
安
全
な
町
づ
く

り
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
に
よ
る
災
害
や
行
方
不
明
者

捜
索
な
ど
、
消
防
団
の
出
動
回
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
消
防
団
活
動
の
重
要
性
が

高
ま
る
中
、
団
員
は
『
災
害
の
な
い
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
て
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

優
良
団
員
表
彰
（
町
長
表
彰
）

•
消
防
歴
30
年
以
上
で

消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章　

　

副
団
長　

本　

部 

増　

冨　

與
志
徳

•
消
防
歴
25
年
以
上
で

青
森
県
知
事
表
彰
を
受
章　

　

分
団
長　

第
8
分
団 
吉　

田　

昌　

宏

　

分
団
長　

第
12
分
団 

七　

戸　

浩　

幸

　

班　

長　

第
1
分
団 

松　

上　
　
　

誠

　

班　

長　

第
6
分
団 

黄
金
崎　

健　

一

　

班　

長　

第
11
分
団 

五
十
嵐　
　
　

章

　

班　

長　

第
12
分
団 

秋　

元　

秀　

樹

　

班　

長　

第
20
分
団 

堀　

内　

精　

二

　

団　

員　

第
3
分
団 

川　

村　

幸　

洋

•
消
防
歴
20
年
以
上
で
班
長
以
上

　

分
団
長　

第
16
分
団 

米　

谷　

一　

也

　

副
分
団
長　

第
18
分
団 

神　

馬　

茂　

光

　

班　

長　

第
1
分
団 

伊　

藤　

弘　

明

　

班　

長　

第
4
分
団 

永　

谷　
　
　

勉

　

班　

長　

第
4
分
団 

福　

沢　

正　

男

　

班　

長　

第
11
分
団 

古　

川　

今
日
志

　

班　

長　

第
12
分
団 

田　

丸　

正　

直

　

班　

長　

第
12
分
団 

米　

谷　
　
　

泉

　

班　

長　

第
22
分
団 

鹿　

内　

謙　

三

優
良
団
員
表
彰
（
団
長
表
彰
）

•
消
防
歴
5
年
以
上

　

班　

長　

第
9
分
団 

山　

本　
　
　

修

　

団　

員　

本　
　

部 

勢
州
谷　

美
加
子

　

団　

員　

本　
　

部 

山　

本　

弥
智
世

　

団　

員　

本　
　

部 

加　

藤　

磨
誉
子

　

団　

員　

本　
　

部 

七　

戸　

貞　

子

　

団　

員　

第
1
分
団 

原　

田　

勝　

彦

　

団　

員　

第
2
分
団 

永　

谷　

直　

行

　

団　

員　

第
3
分
団 

小　

角　

久　

人

　

団　

員　

第
7
分
団 

山　

本　

大　

輔

　

団　

員　

第
8
分
団 

福　

沢　

月　

宝

　

団　

員　

第
10
分
団 

山　

下　

邦　

彦

　

団　

員　

第
12
分
団 

八
木
橋　
　
　

大

　

団　

員　

第
13
分
団 

藤　

田　

賢
太
郎

　

団　

員　

第
16
分
団 

藤　

田　

浩　

修

無
火
災
分
団
表
彰
（
町
長
表
彰
）

•
5
年
以
上
管
轄
区
域
が
無
火
災
の
分
団

　

第
1
分
団
（
浜　

町
）

　

第
3
分
団
（
広　

戸
）

　

第
6
分
団
（
舮　

作
）

　

第
9
分
団
（
風
合
瀬
）

　

第
10
分
団
（
田
野
沢
）

　

第
19
分
団
（
岩
崎
下
）

　

第
20
分
団
（
岩
崎
上
）

　

第
22
分
団
（
松　

神
）

内
助
の
功
表
彰
（
町
長
表
彰
）

•
消
防
歴
30
年
以
上
分
団
長
以
上
で

夫
婦
と
し
て
受
章
し
た
方　

　

分
団
長　

第
4
分
団

 

石　

沢　

英　

光
・
鈴　

子

　

分
団
長　

第
13
分
団

 

岩　

谷　

瑞　

男
・
美
和
子

　

分
団
長　

第
20
分
団

 

佐
々
木　

孝　

幸
・
君　

子

一
家
三
代
消
防
団
員
表
彰

　

第
9
分
団 

団　

員　

阪　

﨑　
　
　

巧

父　
　

元
団
員　

阪　

﨑　

孝　

男

祖
父　

元
団
員　

阪　

﨑　

利
一
郎

　

第
9
分
団 

団　

員　

坂　

﨑　

真　

弥

父　
　

元
団
員　

坂　

﨑　

博　

之

祖
父　

元
団
員　

坂　

﨑　

由　

市

最
優
秀
中
隊
表
彰
（
団
長
表
彰
）

•
出
初
式
最
優
秀
中
隊

　

深
浦
町
消
防
団　

第
3
中
隊

あ
ず
ま
し
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
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深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を

育
む
こ
と
を
目
標
と
し
て
、「
わ
た
し
が
描

い
た
絵
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
1
6
7
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作

品
は
、
2
月
28
日
㈰
ま
で
深
浦
町
美
術
館
で

展
示
し
ま
す
。
展
示
期
間
中
の
町
民
の
入
館

料
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
家
族
で
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。小

学
生
の
部
入
賞
者

小
学
生
の
部
入
賞
者

【
1
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

黒
滝　

蒼
明
（
修
道
小
）

優
秀
賞　

加
藤　

結
衣
（
修
道
小
）

入　

賞　

新
岡
作
次
郎
（
深
浦
小
）

入　

賞　

江
村　

日
瑚
（
深
浦
小
）

入　

賞　

齋
藤　
　

旬
（
い
わ
さ
き
小
）

入　

賞　

川
村　

海
晴
（
い
わ
さ
き
小
）

入　

賞　

熊
谷　

芽
咲
（
い
わ
さ
き
小
）

【
2
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

岩
谷　

彗
流
（
修
道
小
）

優
秀
賞　

田
附　

怜
奈
（
修
道
小
）

入　

賞　

古
川　

寿
華
（
修
道
小
）

入　

賞　

熊
谷　

琉
那
（
深
浦
小
）

入　

賞　

岸
本　

楓
華
（
深
浦
小
）

入　

賞　

岡
崎　

佑
奈
（
い
わ
さ
き
小
）

入　

賞　

横
塚　

綾
音
（
い
わ
さ
き
小
）

入　

賞　

藤
田　

悠
雅
（
修
道
小
）

入　

賞　

山
下　
　

渚
（
修
道
小
）

入　

賞　

増
冨　

海
柊
（
い
わ
さ
き
小
）

入　

賞　

堀
内　

優
作
（
い
わ
さ
き
小
）

中
学
生
の
部
入
賞
者

中
学
生
の
部
入
賞
者

【
1
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

森
山
恵
美
香
（
深
浦
中
）

優
秀
賞　

八
木
橋
恵
夢
（
大
戸
瀬
中
）

入　

賞　

山
下　

莉
奈
（
大
戸
瀬
中
）

入　

賞　

秋
元　
　

優
（
深
浦
中
）

入　

賞　

舟
木　

祥
晃
（
深
浦
中
）

入　

賞　

野
呂　

風
花
（
深
浦
中
）

入　

賞　

三
浦
進
之
介
（
大
戸
瀬
中
）

【
2
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

菊
池　

理
花
（
岩
崎
中
）

優
秀
賞　

小
島　

千
奈
（
大
戸
瀬
中
）

入　

賞　

兼
平　

春
奈
（
大
戸
瀬
中
）

入　

賞　

脇
川
沙
耶
香
（
大
戸
瀬
中
）

入　

賞　

原
田　

佳
奈
（
深
浦
中
）

入　

賞　

奈
良　

海
咲
（
深
浦
中
）

入　

賞　

藤
森
万
里
奈
（
深
浦
中
）

【
3
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

神
林　
　

響
（
岩
崎
中
）

優
秀
賞　

七
戸　

律
香
（
岩
崎
中
）

入　

賞　

岩
森　

光
姫
（
岩
崎
中
）

入　

賞　

伊
藤　

美
稀
（
岩
崎
中
）

入　

賞　

古
川　

友
海
（
大
戸
瀬
中
）

入　

賞　

近
藤　

世
梧
（
深
浦
中
）

入　

賞　

森
山　

詩
音
（
深
浦
中
）

【
3
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

松
沢　

柊
俐
（
深
浦
小
）

優
秀
賞　

沖
見　

和
哉
（
い
わ
さ
き
小
）

入　

賞　

新
岡
正
重
郎
（
深
浦
小
）

入　

賞　

阪
﨑　

俐
那
（
深
浦
小
）

入　

賞　

川
村
真
門
亜
（
修
道
小
）

入　

賞　

草
譯
宗
一
郎
（
修
道
小
）

入　

賞　

柴
田　

昂
侑
（
い
わ
さ
き
小
）

【
4
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

徳
田　

凜
々
（
い
わ
さ
き
小
）

優
秀
賞　

白
川
ゆ
ず
な
（
深
浦
小
）

入　

賞　

岩
根　

麻
羽
（
深
浦
小
）

入　

賞　

小
野　

頼
輝
（
深
浦
小
）

入　

賞　

鴨　
　

綾
乃
（
修
道
小
）

入　

賞　

大
船　

海
麻
（
修
道
小
）

入　

賞　

蝦
名　

俐
空
（
い
わ
さ
き
小
）

【
5
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

神　
　

煌
雅
（
修
道
小
）

優
秀
賞　

安
田　

楓
南
（
修
道
小
）

入　

賞　

小
野
菜
々
子
（
修
道
小
）

入　

賞　

伊
藤　

琉
聖
（
深
浦
小
）

入　

賞　

堀
内　

彩
名
（
深
浦
小
）

入　

賞　

黄
金
崎
修
礼
（
い
わ
さ
き
小
）

入　

賞　

柳
谷　

樹
音
（
い
わ
さ
き
小
）

【
6
年
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

会
津　

朱
夏
（
深
浦
小
）

優
秀
賞　

野
呂
麗
央
奈
（
深
浦
小
）

入　

賞　

兵
藤　

一
美
（
深
浦
小
）

第
８
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を　
　

　

紹
介
し
ま
す

最
優
秀
賞　

黒　

滝　

蒼　

明（
修
道
小
）

「
で
っ
か
い
立
ち
ね
ぷ
た
」

作 

品
へ
の
思
い　

立
ち
ね
ぷ
た
は
い
つ
見

て
も
大
き
く
て
迫
力
が
あ
っ
て
大
好
き

で
す
。
ね
ぷ
た
の
顔
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に

描
き
ま
し
た
。

小
学
１
年
生
の
部

小
学
２
年
生
の
部

小
学
４
年
生
の
部

中
学
１
年
生
の
部

中
学
３
年
生
の
部

中
学
２
年
生
の
部

小
学
５
年
生
の
部

小
学
３
年
生
の
部

小
学
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

岩　

谷　

彗　

流（
修
道
小
）

「
大
は
く
力
！
立
ね
ぷ
た
」

作 

品
へ
の
思
い　

と
て
も
こ
わ
か
っ
た
の

で
、
ぼ
く
も
そ
の
こ
わ
さ
が
で
る
よ
う

に
絵
を
か
き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

徳　

田　

凜　

（々
い
わ
さ
き
小
）

「
大
自
然
の
王
様
」

作 

品
へ
の
思
い　

鳥
の
な
か
で
も
タ
カ
が

好
き
な
の
で
図
鑑
で
調
べ
て
か
き
ま
し

た
。
毛
の
流
れ
や
も
よ
う
を
頑
張
り
ま

し
た
。

最
優
秀
賞　

森　

山　

恵
美
香（
深
浦
中
）

「
愛
す
る
深
浦
町
」

作 

品
へ
の
思
い　

深
浦
町
を
細
か
く
丁
寧

に
描
き
ま
し
た
。
特
に
苦
労
し
た
の
は

家
で
す
。
色
や
形
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

最
優
秀
賞　

神　

林　
　
　

響（
岩
崎
中
）

「
自
画
像
」

作 

品
へ
の
思
い　

深
浦
の
夕
陽
を
意
識
し

て
オ
レ
ン
ジ
色
に
し
ま
し
た
。
め
が
ね

を
あ
え
て
ず
ら
し
て
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
も
特
徴
で
す
。

最
優
秀
賞　

菊　

池　

理　

花（
岩
崎
中
）

「
私
の
家
族
」

作 

品
へ
の
思
い　

大
切
な
ペ
ッ
ト
の
ア
ラ

ン
を
か
き
ま
し
た
。

　

 　

鉛
筆
だ
け
を
使
っ
て
毛
の
ふ
わ
ふ
わ

感
や
も
よ
う
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
を
工

夫
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

神　
　
　

煌　

雅（
修
道
小
）

「
嵐
の
夜
に
」

作 

品
へ
の
思
い　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
伝
記

を
読
ん
で
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
死
亡
し

た
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
作
品
を

作
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

松　

沢　

柊　

俐（
深
浦
小
）

「
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
」

最
優
秀
賞　

会　

津　

朱　

夏（
深
浦
小
）

「
マ
グ
ロ
よ
キ
ン
キ
ン
に
な
れ
」 作 品への思い　こののりものは、海の

中でも生きられるドラゴンです。
　 　 1 番上手にできたのは、ドラゴン
の顔です。

作 品への思い　大好きなマグロを調べ
たときに、氷水に入れているところ
が心に残ったから作品にしました。
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平
成
27
年
深
浦
町
文
化
賞
及
び
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
が
1
月
28
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
種
大
会

で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
個
人
21
名
と
4
団

体
に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、本
間
昭
夫
教
育
委
員
長
が「
幅

広
い
分
野
・
種
目
で
の
活
躍
に
感
動
と
勇
気

を
与
え
て
く
れ
た
。
今
回
の
受
賞
を
機
に
よ

り
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
特
別
文
化
賞
を
受
賞
し
た
三

浦
光
貴
さ
ん
（
五
所
川
原
農
林
高
2
年
）
が
、

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
農
業

高
校
お
米
甲
子
園
第
2
回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、
生

産
・
経
営
・
流
通
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め

た
「
本
気
・
直
播
・
福
士
式
！
〜
目
指
す
経

営
1
0
0
町
歩
！
水
田
に
経
営
革
命
！
〜
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
清
水
結
友

さ
ん
（
大
戸
瀬
中
2
年
）
が
「
指
導
し
て
く

れ
た
先
生
方
や
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
受
賞
を
自
信
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
、
お
礼
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
式
に
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

両
部
門
同
時
受
賞
や
、
県
民
体
育
大
会
団
体

競
技
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
チ
ー

ム
の
参
加
者
ら
が
集
い
、
終
始
賑
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
日
々
努
力
す
る
受

賞
者
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
文
化
賞

三
浦　

光
貴
（
五
所
川
原
農
林
高
2
年
・
風
合
瀬
）

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
農

業
高
校
お
米
甲
子
園　

第
2
回
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
部
門 

　

グ
ラ
ン
プ
リ

文
化
賞

川
幡
花
菜
子
（
岩
崎
中
3
年
・
岩
崎
上
）

県
防
犯
協
会
連
合
会
第
63
回
青
森
県
少
年

防
犯
弁
論
大
会
西
部
大
会 

最
優
秀
賞

奥
村　

未
来
（
岩
崎
中
3
年
・
黒
崎
）

平
成
27
年
度
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

清
水　

結
友
（
大
戸
瀬
中
2
年
・
柳
田
）

小
さ
な
親
切
運
動
本
部
第
40
回
「
小
さ
な

親
切
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

入　

選

山
本　

光
美
（
木
造
高
校
3
年
・
風
合
瀬
）

平
成
27
年
度
第
54
回　

税
に
関
す
る
高
校

生
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

税
務
署
長
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

齊
藤　

涼
太
（
札
幌
学
院
大
学
2
年
・
北
金
1
区
）

第
44
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

男
子
8
0
0
ｍ
・
1
5
0
0
ｍ 

第
1
位

奥
村　

未
来
（
岩
崎
中
3
年（
弘
前
卓
球
セ
ン
タ
ー
）・
黒
崎
）

第
84
回
北
日
本
卓
球
大
会
中
学
2
年
生
の
部

団
体
優
勝（
弘
前
卓
球
セ
ン
タ
ー
）

磯
辺
日
奈
子
（
大
戸
瀬
中
1
年
・
関
）

全
日
本
女
子
相
撲
郡
上
大
会

中
学
生
重
量
級
の
部　

3
位

山
﨑　

勇
真（
五
所
川
原
農
林
高
2
年
・
北
金
1
区
）

　

第
68
回
県
高
総
体
相
撲
競
技

　

団
体
1
位　

階
級
別
個
人
1
位

深
浦
町
体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
70
回
青
森
県
民
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技 

町
村
の
部 

総
合
優
勝

黄
金
崎
夏
未
（
深
浦
町
役
場
・
舮
作
）

　

第
70
回
青
森
県
民
体
育
大
会　

陸
上
競
技

町
村
の
部　

女
子
2
0
0
0
ｍ　

第
1
位

成
田　

裕
太
（
深
浦
消
防
署
・
12
区
）

第
70
回
青
森
県
民
体
育
大
会

水
泳
競
技
町
村
の
部　

30
歳
未
満
男
子
背

泳
ぎ
1
0
0
ｍ
・
50
ｍ 

　

第
1
位

清
水
谷
佑
樹
（
修
道
小
3
年
・
柳
田
）

第
24
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　

錬
成
基
本　

小
学
2
部　

形

第
1
位

佐
藤　

佳
奈
（
深
浦
小
3
年
・
7
区
）

第
24
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会
錬
成
大
極　

小
学
2
部　

形
第
1
位

今　
　

祐
真
（
深
浦
小
4
年
・
崎
の
町
）

第
24
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会 

錬
成
平
安 

小
学
2
部
〜
中
学 

形　

第
1
位　

組
手　

第
1
位

佐
藤　

奈
実
（
青
い
鳥
保
育
園
・
12
区
）

第
24
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　

錬
成
大
極　

小
学
2
部　

形

　

第
1
位

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

岩
崎
中
学
校
女
子
卓
球
部

第
66
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会　

卓
球
競
技 

女
子
団
体　

第
3
位

深
浦
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

第
70
回
青
森
県
民
体
育
大
会　

サ
ッ
カ
ー

競
技 

町
村
の
部　

第
3
位

深
浦
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第

70
回
青
森
県
民
体
育
大
会　

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技 

男
子　

町
村
の
部　

第
3
位

山
本　

千
愛
（
青
い
鳥
保
育
園
・
風
合
瀬
）

第
70
回
青
森
県
民
体
育
大
会　

水
泳
競
技

　

町
村
の
部　

30
歳
未
満
女
子

50
ｍ
平
泳
ぎ　

第
2
位

八
木
橋
真
美
（
五
所
川
原
高
1
年
・
関
）

平
成
27
年
度 

Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｐ 

Ｓ
Ｒ
Ｉ
Ｘ

Ｏ
Ｎ 

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
大
会 

第
3
位

沖
見　

和
哉
（
い
わ
さ
き
小
3
年
・
沢
辺
）

第
24
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　

錬
成
大
極　

小
学
2
部　

形

　

第
2
位

小
野　

龍
空
（
深
浦
小
2
年
・
岡
町
）

第
24
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　

錬
成
大
極　

小
学
2
年

男
子　

形　

第
3
位

岩
根　

麻
衣
（
団
体
職
員
・
追
良
瀬
）

第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス

2
0
1
5
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
レ
デ
ィ
ー
ス
卓

球
大
会　

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス

第
3
位

川
村　

彩
子
（
団
体
職
員
・
岩
崎
下
）

第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス

2
0
1
5
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
レ
デ
ィ
ー
ス
卓

球
大
会　

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス

第
3
位

功績をたたえる

グランプリ作品を発表する三浦光貴さん

文化・スポーツ同時受賞となった奥村未来さん



‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

深浦町でサーモン養殖事業を担う社員を紹介する岡村社長（右）

／
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

笹森忠明さん（正久）

冬の青池を楽しむ参加者

発言する農業者のみなさん

感謝状を受け取る住吉会長ノルディックウォークを学ぶ参加者

／

／

／／

深浦町総合戦略課　企画調整係
　電話　74－2122
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　新年の抱負を語り、親睦を深める「新春町民放談の集い」

が町民文化ホールで開催され、約130名の町民が新年のあい

さつを交わしました。

　吉田町長が「町の明るい将来を切り開くため町民一丸と

なって町づくりに取り組んでいきたい」と、あいさつしまし

た。

　その後、㈱オカムラ食品工業代表取締役社長の岡村恒一さ

んが「深浦町におけるサーモン養殖事業の展望」と題した新

春の提言を発表。岡村社長は、町と弘前大学食料科学研究所

と連携協定を結んでから 1年間の事業経過やサーモンの世界

的需要の高まりについて紹介し「サーモン養殖を基盤とした、

新たな産業と雇用の創出をしていきたい」と、抱負を語りま

した。

新しい年の抱負を語る

　11月 1 日付で高齢者叙勲が発令され、笹森忠明さん（正久）が
旭日単光章を受章しました。
　笹森さんは、昭和58年から平成15年まで19年間にわたり岩崎村
議会議員を務め、その間、村議会副議長や産業建設常任委員長と
しての職責を果たし、村勢発展に尽力されました。
　今回の受章は、議会活動を通して村民福祉の向上、教育の充実、
産業の振興に大きく貢献した功績が称えられたものです。

　教育委員会主催の合併10周年記念事業「山歩きイベント」のひ
とつ、歩くスキーとかんじき森林セラピー体験が開催され、30名
の参加者が十二湖に広がる銀世界を満喫しました。
　スキーとかんじきの二つのコースに分かれて散策。かんじきに
参加した柏倉悟さん（岡町）は「青池が黒池だったのにびっくり。
冬にしか見られない景色に感動した」と話していました。
　また、歩くスキーに 3年連続参加している藤田瞬作くん（いわ
さき小 3年）は「来年も絶対参加する！」と意気込んでいました。

　稲作農家を中心とした認定農業者や認定新規就農者と町農業委
員会との意見交換会が、役場町民文化ホールで開催されました。
　ＴＰＰ（環太平洋連携協定）による影響が心配される中、同会
には13名の農業者が参加。担い手不足や遊休農地の発生防止・解
消、サルなどの鳥獣害対策など、それぞれが抱える課題について、
ざっくばらんに意見を交わしました。
　町では、今回の意見交換会の内容を国や県に報告し、今後の稲
作の再生産に向けた取組に役立てることとしています。

　寒さが厳しくなる冬でも、体を動かして汗をかき心身ともにリ
フレッシュしながら運動不足を解消しようと、「冬の運動不足解消
プログラム」が開催されました。
　 1月から 3月にかけてノルディックウォークや肩こり予防体操
など様々なプログラムが行われており、参加している大沢えり子
さん（横磯）は「自宅でも体を動かしてはいるけど、友達と一緒
に楽しみたいと思って参加した。いい運動になります」と汗をに
じませながら、にこやかに話してくれました。

農業の未来を考える

冬も元気に運動を

笹森忠明さん（正久）「旭日単光章」受章

白銀の十二湖を満喫

交通死亡事故皆無1000日達成
　深浦町における交通死亡事故皆無1000日が平成28年 1 月 2 日午
前 0時をもって達成されたことを受け、青森県警察本部本部長室
において感謝状の贈呈式がありました。
　贈呈式には、吉田町長のほか、町交通安全母の会住吉千代会長、
鯵ケ沢地区交通安全協会伊藤秀一会長、鯵ケ沢地区安全運転管理
事業主会の堀内精二さんらが感謝状の贈呈を受けました。
　県警の山本本部長は「街頭指導の際に町長、議長が率先して参
加され、母の会や各保育園がマスコット配布をされた効果が出て
いるのではないか。何よりも町民一人ひとりの交通安全に対する
意識が高いですね」と話していました。



健康
万歩計
健康
万歩計
健康
万歩計

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さ
んが健康で元気に過ごすための必要な情
報を提供し、ドクターからのアドバイス
を紹介するコーナーです。

Sai~beauty salon~Sai~beauty salon~
   74-4336
   ayachan811987@gmail.com
   @sai2013

   ↓ご予約はこちらから↓

open　８：３０～
  深浦町大字広戸字家野上134-2
  定休日：月曜日、第３日曜日
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高齢者の肺炎について
　今、肺炎は日本人の死因の第 3位になっており、
その背景には高齢者の増加があります。肺炎で亡く
なる人の95％が65歳以上です。
　肺は呼吸をすることによって体内から二酸化炭素
を排出し、酸素を体内にとり込むという仕事をして
います。肺は外界とつながっているため、空気中に
漂う多種多様な有害物質が空気とともに肺に入り込
もうとします。細菌やウイルスなどの病原体が肺に
感染し炎症を起こすと肺炎になります。
　体には、異物を排除する機能があります。気道に
異物が入り込むと、咳反射が起きて異物を外へ出そ
うとします。また、気管支の表面にはたくさんの細
い毛（線毛）が生えていて、その上を粘液が覆って
います。この粘液が異物をからめ、線毛が口へ向かっ
てそよぐように動き、これを運び出し、痰となって
咳の力で体外へ異物を排出します。さらに白血球が
病原体を処置します。しかし、高齢者、気管支喘息、
呼吸器に持病のある人、糖尿病、循環器疾患のある
人、喫煙者ではこうした防衛機能が働きにくく肺炎
を起こし易くなります。
　肺炎の症状は38度以上の高熱、激しい咳、有色の
痰、呼吸困難、胸痛などが現れます。しかし高齢者
では、典型的な症状が現れない事が多く、熱が高く

なくても元気がない、息切れが強い、食欲がない、
呼吸が速いなどいつもと様子が違う時は、早めに医
療機関を受診するようにして下さい。
　また、高齢になると飲み込む力が弱くなり、食べ
物、飲み物、唾液などが誤って気管に入ってしまい、
これを出しきれず、ふだん口の中にいる細菌が肺に
入り炎症を起こします。これが誤えん性肺炎です。
寝ている時にも唾液や逆流してきた胃液を無意識の
うちに誤えんしてしまい、その結果肺炎になったり
します。この肺炎は寝たきりの人や脳卒中の後遺症
で、えん下障害のある人に起こり易くなります。
　肺炎を予防するには、日頃から規則正しい生活を
送り、体調管理をして体の抵抗力を落とさないこと
が基本です。特に冬場は外出時のマスク、こまめに
手洗い・うがいをしましょう。
　毎食後の歯磨き・うがい・入れ歯の清掃など口の
中を清潔に保ち、えん下や唾液分泌などの口腔機能
の衰えを防ぐには、口の周囲の筋肉を鍛えるなど「よ
く口を動かす」ことが大切です。
　また高齢者は水分が不足がちですので、水分はこ
まめに摂るようにして下さい。睡眠中の誤えんを防
ぐには10 ～ 30度程、上体を起こした姿勢で寝ると
よいでしょう。

今月のドクター

　宮　重　希　典 先生

みやしげ内科クリニック・院長

 特産品認定商品代表　テッテのとも和
あ

え味
み

噌
そ

　深浦唯一のコンビニから南へ車で２分。国道101号関いこいの駐車
帯の前に店がある。「漁師のおやつ屋さん＆広福丸直売所」（冬季休業）
である。
　漁師として見てきた価値が付かない魚たちに納得できず、加工商品
を作り販売している。その代表商品は魚をまるごと圧縮プレス焼きに
した「広福丸のうおまるちっぷす」（特産品認定品）。店頭ではその日
あがった新鮮な魚介類が販売されることも。ソフトクリームや海鮮お
やき（ぼくのオススメ！）など「おやつ」も充実しているため気兼ね
なく来店できる。

－ テッテのとも和え味噌 のあれこれ －
Ｑあんこうのとも和えのテッテ版？－その通りです
Ｑオススメは？－あったかいご飯に！肝の旨みがじわ～っ。
Ｑ販売時期は？－例年３月～（品切れ次第販売終了）
Ｑ基本情報は？－ １個80g、864円、冷凍保存。解凍後は１週

間以内にお召し上がりください。
Ｑ町内の販売所は？― ウェスパ、直接問合せもＯＫ！（直売所に

は３月から駐在。４月以降開店予定）

◎深浦観光のプロフェッショナル集団̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
町の魅力を全力で発信していきます‼ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

特産品認定商品　元
がん

祖
そ

澗
ま

口
ぐち

觀
かん

音
のん

もち
　　　　　　　（オリジナル、小浜屋の手造り味噌入、黒ごま入）
　県内で５番目に面積が広い深浦町。深浦をすみずみまで知っている
彼女たちは観光振興の一助として様々な事業の企画、立案、運営を行っている。
　チャンチャンまつり、２月の誘客の起爆剤「グルメinふかうら」の
主催者である。
　観光の問合せはもちろん、深浦の町なかの歴史に触れながら散策す
る風待ち湊案内人や事務室に隣接する北前船の模型も展示されている
風待ち舘の案内人も務めている。お土産品も多数取り揃えている。ぜ
ひ一度遊びに行ってみては。

－ 元祖澗口觀音もち のあれこれ －
Ｑどんなもち？－「くじら餅」に近いです。やさしい甘さ。
Ｑいつ作られたの？－ 昭和初期。現在は復刻版として製造して

います。
Ｑ基本情報―１個85g、130円
Ｑ町内の販売場所は？―ウェスパ、風待ち舘

『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。
特産品振興会事務局（観光課商工振興係）　0173－74－4412

9
時限目

【【 深浦町観光協会  深浦町観光協会 】】～深浦～～深浦～

【 企業組合【 企業組合 広広
こう

福福
ふく

丸丸
まる

 】 】～ 関 ～～ 関 ～

～これが深浦のブランド特産品～

特産品販売者をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。特産品販売者をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。
１時限ごとに販売者と商品（複数の場合は代表）を紹介していきます。１時限ごとに販売者と商品（複数の場合は代表）を紹介していきます。

☝

目的はお客様に
喜んでもらうこと！

１番人気は小浜屋の
手造り味噌味！

古川広志さ
ん（北金３区）

亀川 美里さ
ん（正久）

10
時限目☜

千畳敷センター近
くの高台にある灯
台からの眺めは抜
群！

古川さんの
深浦メモ

風待ち舘の裏庭は
風情がありますよ♪

亀川さんの
深浦メモ

うおまる
ちっぷすは
魚100％！

※イメージです。※イメージです。

◎深浦のフォアグラ☆̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
口の中でひろがるコク深いテッテの肝

きも

味
み

噌
そ

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

食
べ
や
す
い

個
包
装
！



戸
籍

窓
の

12
月
21
日
〜
1
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

編・集・後・記
　

日
本
列
島
を
大
寒
波
が
襲
い
、
全
国

で
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
1
月
。
そ
の
さ

な
か
、
高
知
県
と
徳
島
県
に
2
泊
3
日

で
出
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
四
国
に
わ
く
わ
く
し
な
が

ら
高
知
市
内
に
到
着
。
肌
寒
さ
は
あ
り

ま
し
た
が
積
雪
が
無
く
快
適
に
過
ご
せ

ま
し
た
。
し
か
し
、
徳
島
の
山
間
部
に

入
る
と
20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
積
雪
が
…
。

寒
さ
も
強
烈
で
青
森
の
ほ
う
が
ま
だ
暖

か
い
と
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

次
は
暖
か
い
時
期
に
訪
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

深
校
だ
よ
り
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お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

山　

内　

愛あ
い　

翔か

（
旭　

人

幸　

子
）
舮　
　

作

西　

﨑　

煌こ
う　

弥や

（
達　

也

綾　

乃
）
横　
　

磯

秋　

元　

く
る
み
（　

仁　
早　

絵
）
12　
　

区

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
石　

沢　

一　

次
（
塩
見
崎
）

山　

本　

裕　

美
（
風
合
瀬
）

♥
阪　

﨑　
　
　

巧
（
風
合
瀬
）

笹　

森　

み
ど
り
（
藤
崎
町
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

有　

馬　

あ
つ
子
（
66
歳
）
7

区

中　

林　

一　

吉
（
80
歳
）
3

区

村　

上　

ふ
き
ゑ
（
79
歳
）
横

磯

兼　

平　

ニ
ラ
エ
（
81
歳
）
田
野
沢

兵　

藤　

健　

吉
（
81
歳
）
7

区

鈴　

木　

つ　

わ
（
88
歳
）
風
合
瀬

亀　

川　

英　

二
（
93
歳
）
川
原
町

金　

沢　

兼　

作
（
88
歳
）
4

区

吉　

井　

ち　

さ
（
97
歳
）
6

区

堀　

内　

キ　

サ
（
93
歳
）

関

齊　

藤　

ヨ
シ
ヱ
（
92
歳
）
松

神

蝦　

名　

と　

し
（
93
歳
）
大
間
越

工　

藤　

繁　

雄
（
81
歳
）
黒

崎

七　

戸　

ス　

エ
（
86
歳
）
岩
崎
下

石　

沢　

か　

よ
（
82
歳
）
岩
崎
下

棟　

方　

京　

子
（
91
歳
）
大
間
越

　

オ
グ
ル
マ
短
歌
会

静
か
な
る
冬
濤
の
湾
に
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　

祈
り
を
込
め
し
音
漂
え
り 

近　

藤　

月　

子

山
峡
の
津
軽
藩
祖
の
館
跡

　
　
　
　
　
　

家
紋
の
牡
丹
今
に
残
れ
り 

増　

冨　

竹　

彦

鈴
の
音
と
と
も
に
御
詠
歌
ひ
び
き
く
る

　
　
　
　
　
　

寒
行
に
会
え
ば
心
洗
わ
る 

佐　

藤　

宏　

子

銀ぎ
ん

杏な
ん

の
落
葉
黄
に
光て

る
窓
の
部
屋

　
　
　
　
　
　

惜
別
詠
み
し
歌
に
年
暮
れ
む 

西　

崎　

正　

孝

　

百
人
一
首
大
会

　

1
月
18
日
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
百
人
一
首
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
毎
年
冬
休
み
前
か
ら

国
語
の
授
業
で
基
本
的
な
こ
と
を
学
び
、
授
業
内
で

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

放
課
後
に
は
友
達
同
士
で
句
を
覚
え
な
が
ら
練
習
し

合
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
百
人
一
首
の
た

め
の
ア
プ
リ
も
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
上
手
く

利
用
し
て
覚
え
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
そ
の
後
、
初
級
と
上

級
に
分
か
れ
て
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
開
催
。
3

年
次
は
1
、
2
年
次
よ
り
も
長
く
百
人
一
首
に
触
れ

て
い
た
た
め
か
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
ま
で
進
み
ま
し
た
。
今
年
は
教
員
チ
ー
ム
も
作

り
、
試
合
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
な
が
ら
多

く
の
教
員
が
百
人
一
首
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

初
級
の
決
勝
は
3
年
次
対
1
年
次
、
上
級
は
3
年

次
対
2
年
次
の
対
決
。
決
勝
ま
で
進
む
チ
ー
ム
は
句

を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
る
生
徒
が
多
く
、
お
互
い
に

狙
っ
て
い
た
札
を
取
り
合
う
白
熱
し
た
試
合
に
な
り

ま
し
た
。結
果
は
初
級
が
3
年
次
、そ
し
て
上
級
は
2

年
次
の
チ
ー
ム
が
優
勝
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

百
人
一
首
を
学
校
全
体
の
行
事
に
し
て
い
る
学
校

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
最
近
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及
に

よ
り
、
機
械
を
介
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ば
か
り
が
増
え
、
人
と
人

が
面
と
向
か
っ
て
遊
ん

だ
り
、
昔
の
日
本
の
文
化

に
触
れ
る
機
会
も
減
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
生
徒

に
と
っ
て
は
と
て
も
充
実
し
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

3
年
次
進
路
状
況
報
告

　

本
校
の
3
年
次
の
進
路
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
3
年
次
生
は
17
名
で
す
が
、
17
名
全
員

が
昨
年
の
う
ち
に
進
路
を
決
定
し
、
進
路
決
定
率
1

0
0
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
私
立
短
期
大
学
1
名
、
専
門
学
校
3
名
、

県
内
就
職
4
名
、県
外
就
職
8
名
、公
務
員
1
名
で
す
。

　

生
徒
は
早
い
う
ち
か
ら
計
画
的
に
準
備
を
始
め
、

進
路
達
成
に
向
け
て
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
た
町
の
企
業
の
皆
様
に
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
体
験
活
動
等
で
毎
年
お
世
話
に
な
り
、
こ

れ
ま
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
こ
の
結
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
内
就
職
を

し
た
生
徒
も
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
深
校
生
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
今
後
の
行
事
予
定
】

2
月
16
日
㈫
〜
19
㈮

　
　
　
　
　
　

1
・
2
年
次
3
学
期
期
末
考
査

3
月
2
日
㈬　

表
彰
式
・
同
窓
会
入
会
式

3
月
3
日
㈭　

卒
業
式

3
月
8
日
㈫　

青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部
が
い
つ

も
食
べ
て
い
る
好
き
な
ラ
ン
チ
を
た
だ

た
だ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

陽　

陽

『
豚　

丼
』￥5

5
0

　

今
回
訪
れ
た
の
は
、
深
浦
駅
か
ら
徒

歩
2
分
、
焼
肉
の
看
板
が
目
印
の
「
陽

陽
」。

　

今
回
注
文
し
た
の
は
、「
豚
丼
」。
平

日
11
：
00
〜
14
：
00
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

は
通
常
価
格
か
ら
1
0
0
円
引
き
の
お

得
価
格
。
丼
い
っ
ぱ
い
の
ご
飯
の
上
に

は
、
特
製
ダ
レ
で
炒
め
た
豚
肉
や
玉
ね

ぎ
紅
シ
ョ
ウ
ガ
が
の
り
い
い
香
り
が
食

欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
豚
丼
の
ほ
か
、
味

噌
汁
や
サ
ラ
ダ
、
漬
物
、
小
鉢
が
付
き

5
5
0
円
は
お
得
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ラ
ー
メ
ン
と
ミ
ニ
丼
の

各
種
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
（
￥
8
0
0

〜
8
5
0
）
や
カ
ル
ビ
定
食
（
￥
1
，

0
0
0
）
と
い
っ
た
焼
肉
メ
ニ
ュ
ー
も

豊
富
で
す
。

　

ま
た
、
個
室
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
る
の
で

宴
会
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

　

こ
れ
が
俺
の
た
ま
ラ
ン
チ
！

【
店
舗
情
報
】

深
浦
町
大
字
深
浦
字
苗
代
沢
77－

18

℡　

74－

2
0
6
4

定
休
日
：
な
し

「「
ƕ
ƴ
Ȓ
Ȝ
Ǫ

ƕ
ƴ
Ȓ
Ȝ
Ǫ
」」

広

報　

広

報　

ふ
か
う
ら

ふ
か
う
ら

編
集
部
の

編
集
部
の

た
ま
ら
な
い

た
ま
ら
な
い

ラ
ン
チ

ラ
ン
チ

第８回

深浦町深浦町のの人口人口とと世帯世帯
《 1月末現在》（ ）内は前月比

　男 …… 4,216人（－ 8 ）
　女 …… 4,702人（－ 9 ）
　計 …… 8,918人（－17）
世帯数 3,843世帯（－ 8 ）

深浦町の総面積　488.89㎢　



発
行
／
青
森
県
深
浦
町　

編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3

－

7
4

－

2
1
1
1（
代
表
）

ホームページアドレス http://www.town.fukaura.lg.jp/

● このコーナーでは、１歳を迎えたチビッコ達をご紹介します ●
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2月号
№131

このコーナーでは、元気いっぱいな園児たちの
作品をご紹介していきます 　　　　　　　　

　みよし保育園のなかよしたち

「鬼は外！福は内！ 「鬼は外！福は内！ 好き嫌い鬼好き嫌い鬼
・・いじわる鬼を退治するぞ！」いじわる鬼を退治するぞ！」

【
寄
附
者
の
紹
介
】

【
寄
附
者
の
紹
介
】

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

〇
兵
庫
県
神
戸
市　

末　

田　

勇　

夫　
様

　
　

〇
東
京
都
渋
谷
区　

山　

田　

ま
り
や　
様

　
　

〇
東
京
都
渋
谷
区　

草　

野　

と
お
る　
様

　
　

〇
兵
庫
県
西
宮
市　

福　

沢　

常　

夫　
様

　
　

〇
神
奈
川
県
横
浜
市　

横
浜
の
65
才
の
お
兄
さ
ん　

様

　
　

〇
千
葉
県
船
橋
市　

安　

藤　
　
　

肇　
様 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中 村　絆
り

愛
あな
ちゃん

（父謙　太さん
母久瑠美さん）横　磯

山﨑　瑛
え

美
み

莉
り
ちゃん

（父英　司さん
母晴　香さん）北金１区

派谷　埜
の

乃
の

愛
あ
ちゃん

（父和　輝さん
母里　織さん）岩　坂

（左から）

くろたき 　せ　な くん

（６さい）

こ　　ん 　あかり さん

（６さい）


